



























                           
1 [教育部语言文字应用研究所, 2005] 
2 [林, 2005]参照 
中国語学中国文学教室紀要第 10輯 
も特に前掲の CYLK については精度の高い POS タグ（品詞タグ）がつけ
られている事もあって最も優先的に環境構築をすすめている。 
この CYLK は、もともと種々の現代中国語のテキストに対しテキスト
本体のメタ情報及び Paragraph と POS タグを付加したテキスト形式のデ
ータとして提供されていたものであり、これを XML 形式に変換して頂い










データベース本体は、Oracle 10g、IBM DB9、eXist、及び Microsoft SQL 










                           
3 この作業の間に well-formed XML Document ではなかったソースが若干除去さ
れているため CYLK に含まれる全てのテキストが収められているわけではない。 


























                           
5 eXist については早期から XQuery を発行できる数少ない Open Source の NXDB
であったので前々から利用してきたが、上述の状況からいってこの先選択肢に残
る事はほぼない。 
6  [相原, 1976] [陆, 说量度形容词, 1989]等、形容詞の分類についていくつかの呼
称があるが概念は同等である。 
7 [吉田 林, 2001] 
中国語学中国文学教室紀要第 10輯 
現頻度について概括すると、全ての形容詞の出現数 S(A)（ただし、
A={A0,A1,…An}）は 1,369,391 であり、n=9728 であった。出現数最大の形
容詞は“大”で約 2.7%、次が“多”で約 1.6%である。また、出現数上位
の 64 個の形容詞でおよそ 30%、269 個の形容詞で 50%、約 1300 個の形













 跟+一样 A 有+那么 A 比+X+A 比+X+A+的 不比+A 
計量（＋） + + + + + 
計量（－） - - + + + 
属性（＋） + + + + + 
属性（－） + + + + + 
属性（±） - - + + + 
 
 上表は生起が見られたか見られないかを図示したものである。同程度
































まず突出を表現する“最 A”と“最 A 的”に関しては、概して“最 A”









































これを SOM と組み合わせることで情報が読み取りやすくなる。 
 SOM は教師なし学習を行うニューラルネットワーク（Neural Network）
の一種であり、高次元の特徴ベクトル(Feature vector)で表わされるサンプ
ルを位相を保ったまま低次元（多くは 2 次元か 3 次元）に投影する解析






ド（Winner Node/Best Matching Unit）を決定し、近傍関数に基づき周囲の
ノードの重みを更新する事によって行われる。勝者ノードは特定の距離
関数により求められる入力シグナルとの距離によって決定される。すな
わち、ステップ t+1 における重み W の更新式は、 
Wi t + 1 = Wi t + θ i, t α t (D t − Wi(t)) 
                           
11 [T.Kohonen, 1999]参照 
中国語学中国文学教室紀要第 10輯 
 
となる。ただし、θ t は近傍関数、α t は学習係数を時間とともに減少さ
せる関数、D(t)はステップ t における入力である。 





・D+A. 及び D+A+的. 
 D: 非常 也 最 更 很 还 较 又 
・X+C/V+Y+一样+A. 
 C/V: 和 与 跟 同 像 
・X+V+Y+R+A. 
 V: 有 没有 只有 
 R: 那么 这么 那样 这样 
・X+V+Y+A(+的). 
 V: 比 不比 
 
 学習の対象とする形容詞は、出現数の多い順に上位 300 種までで、入力ベ
クトルは上記に挙げた 29 次元、学習は Batch-Learning、距離関数は分散重み
付きユークリッド距離、ノードの初期化ベクトルは PCA により第一主成分と
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とした。 
13 本稿においてもコーパス内の範囲では十分にサンプルを得られない事象につ
いては意図的に記述を削除している。 
